
三重を創り、未来を拓いた人々 The People Who Shaped Mie and Opened the Future

三重県は、古くからこの地に根ざし、日本の 、そして世界の歴史にその名を刻んできた偉人たちを数多く輩出してきました。三重県にゆかりのある偉人たちは、

それぞれの時代において、情熱と類まれな才能をもって、既成概念を打ち破り、人々の心を動かし、社会を大きく前進させたのです。科学や文化、産業、

芸術の分野における偉人たちの業績は、三重の豊かな自然と文化、そして地域社会の支えのもとで育まれました。

ここに紹介する偉人たちの功績は、単に過去の栄光ではなく、今日の社会や地域の発展に今も影響を与えています。先人達の挑戦の精神や創造力は、

次世代を担う子どもたちに希望と誇りをもたらし、未来への道標となるのです。三重の豊かな土壌が育んだ人々の志は、これからも地域の文化や社会を

支え続け、さらなる発展へとつながっていきます。

岩村 定高 1828年～1899年

佐賀藩出身の官僚で、 1875年（明治8年）年から
三重県令を務めました 。特に 、洋風意匠の三重県
庁舎を建 設したことで 知られ 、この建 物は現在

「博物館明治村」に移築・保存されています。

石原 円吉 1877年～1973年

伊勢志摩の自然保護と漁業振興に尽くした先駆者。国立
公園指定を推し進め、「円吉ざくら」の植樹運動や水産資源
の保護にも力を注ぎました。 その取り組みは、全国豊かな海
づくり大会や海の博物館の設立へと受け継がれています。

御木本 幸吉 1858年～1954年

写真提供：ミキモト真珠島

世界で初めて真珠の養殖に成功し、「真珠王」と
呼ばれた不世出の技術者。彼のたゆまぬ挑戦は、
日本の技術力を世界に示しました。

尾崎 行雄 1858年～1954年

第一回衆議院総選挙で三重県五区から当選し、「憲政
の神様」と称された政治家。郷土で育んだ揺るぎない信念
で日本の議会政治を導き、民主主義の礎を築きました。

川喜田 半泥子 1878年～1963年

「東の魯山人、西の半泥子」と称された陶芸家であり、
実業家。経済界と芸術界の両面で、三重の文化と産業
の発展に貢献しました。

江戸川 乱歩 1894年～1965年

三重県名張市に生まれ一時期を鳥羽市で過ごし、日本の
探偵小説を切り拓いた作家。独創的な世界観は今も読者
を魅了し、ミステリー文学に大きな影響を与えています。

本田 宗一郎 1906年～1991年

世界的な自動車メーカー、本田技研工業の創業者。
その挑戦は、三重県に鈴鹿サーキットというモーター
スポーツの聖地をもたらしました。

西村 幸生 1910年～1945年

三重県伊勢市出身で、プロ野球草創期を代表する
名投手。短い生涯を野球に捧げたその活躍は、今も
私たちに勇気と希望を与え続けています。

澤村 榮治 1917年～1944年

三重県伊勢市出身で、日本プロ野球初のノーヒットノーランを
達成した伝説的な投手。不世出の才能が生んだ輝かしい
記録は、今も日本野球の歴史に不滅の光を放っています。

高畑 勲 1935年～2018年

三重県出身のアニメーション映画監督。 『アルプスの少女
ハイジ』『赤毛のアン』などのTV作品を手がけ、スタジオ
ジブリの設立に参加後、『火垂るの墓』『かぐや姫の物語』
などを監督。国内外のアニメ界に大きな足跡を残しました。

野口 みずき 1978年～

三重県伊勢市出身の陸上選手。2004年アテネ五輪
女子マラソンで金メダルをつかみ、そのひたむきな
走りで日本中に勇気と感動を届けました。

吉田 沙保里 1982年～

オリンピック3連覇を含め世界大会を16連覇した女子
レスリング界の絶対女王。
その圧倒的な強さから「霊長類最強女子」の愛称で
親しまれ、2012年には国民栄誉賞を受賞しました。
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